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「
わ
が
故
郷

隈
川
の
思
い
で
」（
抜
粋
）

隈
川
尋
常
小
学
校
第

卒
業
生

岡
本

ユ
キ

12

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
学
校
生
活
を
中
心
に

は
る
か
向
こ
う
に
小
高
い
山
々
が
続
く
森
林
地
帯
が
あ
る
。
こ
ｎ
森
林
の
奥
深
い
谷
間
か
ら
清
ら
か
な

せ
せ
ら
ぎ
の
水
が
流
れ
出
て
く
る
。
そ
の
流
れ
は
隈
川
部
落
の
中
央
を
流
れ
て
日
吉
の
部
落
に
入
り
、
常

呂
川
と
合
流
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
大
海
に
流
れ
出
て
荒
波
に
乗
っ
て
い
ず
こ
か
へ
去
る
。

隈
川
の
部
落
は
、
こ
の
川
に
沿
っ
た
細
長
い
地
域
で
あ
る
。
な
つ
か
し
い
故
郷
の
隈
川
小
学
校
は
、
そ

の
中
央
に
山
を
背
に
し
て
こ
ぢ
ん
ま
り
と
建
て
ら
れ
て
い
た
。

私
が
隈
川
に
在
住
し
た
の
は
、

年
前
２
歳
の
時
か
ら
で
あ
る
。
隈
川
小
学
校
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、

57

開
校
さ
れ
た
年
で
あ
る
と
父
母
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

（
注
：
大
正
８
年
４
月

日

手
師
学
尋
常
小
学
校
所
属
隈
川
特
別
教
授
場
と
し
て
設
立
認
可
・
開
校

24

同
年
５
月
８
日

元
笠
原
農
場
事
務
所
、
掘
っ
立
て
草
葺
き

坪
を
校
舎
と
し
て
開
校
）
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私
は
幼
児
の
頃
、
よ
く
母
親
に
手
を
引
か
れ
て
学
校
に
活
動
写
真
を
見
に
行
っ
た
り
、
浪
花
節
を
聞
き

に
行
っ
た
り
し
た
こ
と
も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
で
あ
る
。

谷
間
に
は
福
寿
草
が
咲
き
、
す
が
す
が
し
い
春
が
来
て
、
待
ち
に
待
っ
た
楽
し
い
入
学
式
の
日
が
き
た
。

え
び
茶
の
袴
に
元
禄
の
着
物
、
髪
は
昔
の
ま
げ
に
丈
長
の
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
下
駄
を
は
い
て
日
本
風
そ
の

も
の
の
姿
で
母
に
手
を
引
か
れ
、
嬉
し
く
嬉
し
く
心
を
は
ず
ま
せ
て
学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。
学
校
で
は

上
級
生
が
優
し
く
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
が
今
で
も
瞼
の
裏
に
残
っ
て
い
ま
す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

１
つ
の
教
室
で
あ
っ
た
。
永
山
先
生
が
１
人
で
校
長
兼
小
使
い
で
あ
っ
た
。
先
生
は
優
し
く
育
ん
で
く
だ

さ
り
、
本
当
に
楽
し
い
毎
日
で
あ
っ
た
。

（
注
：
永
山
千
嘉
治
／
準
訓
導

大
正

年
６
月

日
～

年
３
月

日

13

13

15

31

永
山
き
ち
の
／
代
用
教
員

大
正

年
８
月
６
日
～

年
３
月

日
）

13

15

31

夏
の
道
は
両
側
に
雑
草
が
茂
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
イ

ラ
草
と
い
う
雑
草
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
び
て
、
イ
タ
イ
タ
と
し
た
と
げ
を
持
ち
、
朝
夕
は
真
っ
黒
な

毛
虫
が
数
知
れ
ず
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
虫
が
体
に
つ
く
と
イ
ボ
イ
ボ
に
な
り
痛
い
。
私
は
何
よ
り
も
こ

の
虫
が
大
敵
で
あ
っ
た
。
地
面
に
は
無
数
の
ア
リ
が
群
れ
を
組
ん
で
走
る
、
大
き
な
赤
ア
リ
ガ
頭
を
上
げ

て
ゆ
う
ゆ
う
と
通
る
。
あ
る
時
は
子
熊
が
細
い
道
を
横
切
る
。
本
当
に
こ
の
沢
道
を
通
る
時
は
命
も
ち
ぢ

む
思
い
が
し
た
。
こ
う
し
た
細
道
を
通
り
抜
け
る
と
学
校
が
見
え
る
。
我
に
か
え
っ
て
心
も
は
ず
む
思
い

で
学
校
に
着
く
。
授
業
が
始
ま
る
。
修
身
、
算
術
、
国
語
と
全
校
生
徒
１
つ
の
教
室
で
楽
し
く
勉
強
を
し

た
。
先
生
は
優
し
さ
の
中
に
も
厳
し
く
、
本
当
に
差
別
な
く
、
よ
く
私
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
。
今
も
脳

裏
に
浮
か
ぶ
。
そ
の
永
山
先
生
は
、
私
が
２
年
生
を
終
了
す
る
と
同
時
に
退
職
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
浜
田

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
小
柄
で
美
し
い
奥
様
と
子
ど
も
と
３
人
で
あ
る
。

（
注
：
昭
和
２
年
４
月
１
日

隈
川
特
別
教
授
場
が
隈
川
尋
常
小
学
校
に
昇
格

浜
田
議
則
／
初
代
校
長

昭
和
６
年
４
月
８
日
～

年

月

日
）
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道
端
に
は
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
乱
れ
、
軒
下
に
は
水
仙
の
花
が
咲
き
、
農
民
は
畑
仕
事
に
励
み
出
す
。
私

が
３
年
生
の
春
で
あ
る
。

隈
川
に
大
き
な
嵐
が
来
た
。
そ
れ
は
雷
を
と
も
な
っ
て
の
大
雨
で
あ
っ
た
。
谷
間
の
残
り
雪
も
一
度
に

解
け
て
部
落
の
中
央
を
流
れ
る
川
も
氾
濫
し
て
、
橋
は
こ
と
ご
と
く
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
雨
が
上
が
る

や
部
落
の
人
び
と
は
道
路
の
修
理
や
川
に
は
丸
太
の
一
本
橋
を
か
け
る
仕
事
に
大
わ
ら
わ
で
あ
っ
た
。
そ

の
橋
を
１
日
目
は
何
事
も
な
く
渡
っ
た
。
２
日
目
に
丸
木
橋
の
中
央
ま
で
行
っ
た
時
、
私
は
足
を
す
べ
ら

せ
て
川
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
気
が
つ
い
た
時
は
夕
方
で
あ
っ
た
。
近
所
の
家
で
手
当
を
受
け
て
い

た
。
先
生
を
は
じ
め
、
み
ん
な
枕
元
に
集
ま
っ
て
い
た
。
私
が
気
が
つ
い
て
キ
ョ
ト
キ
ョ
ト
し
て
い
る
と

ワ
ッ
と
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
川
に
落
ち
て
８
時
間
も
気
を
失
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
私

は
母
に
す
が
っ
て
思
わ
ず
泣
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
川
遊
び
が
大
嫌
い
に
な
っ
た
。

全
校
生
徒
集
合
の
命
令
で
庭
に
出
る
。
運
動
会
の
お
ゆ
う
ぎ
の
け
い
こ
で
あ
る
。
屋
内
運
動
場
が
な
い

た
め
に
、
小
雨
で
も
外
に
出
る
。「
古
城
の
月
」
の
お
ゆ
う
ぎ
の
け
い
こ
、
来
る
年
も
「
古
城
の
月
」、
本

当
に
な
つ
か
し
い
思
い
出
ば
か
り
、
学
校
が
目
に
浮
か
ぶ
。（
略
）

翌
年
、
学
校
が
１
教
室
増
築
さ
れ
た
。
先
生
も
２
人
に
な
っ
た
。

（
注
：
昭
和
４
年
３
月

日

便
所
改
築
落
成

昭
和
８
年
７
月
５
日

校
舎
増
築
落
成

坪
半
）
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13

農
家
も
多
数
と
な
り
、
生
徒
も
増
え
る
。
隈
川
の
地
も
大
い
に
開
拓
さ
れ
、
ハ
ッ
カ
の
名
産
地
と
し
て

有
名
に
な
る
。
ハ
ッ
カ
の
模
範
村
と
し
て
見
学
に
来
る
人
も
数
多
く
、
景
気
も
良
く
な
っ
て
村
人
も
活
気

づ
く
。
山
林
も
開
墾
さ
れ
て
広
々
と
し
た
畑
と
変
わ
り
、
道
路
も
良
く
な
る
。

こ
う
し
た
最
中
、
私
た
ち
の
卒
業
式
が
来
た
。
卒
業
生
は

人
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
厳
粛
な

14

式
典
の
中
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
校
長
先
生
の
式
辞
、
祝
辞
と
続
く
。
最
後
に
「
蛍
の
光
」
で
送
ら

れ
、
６
年
間
の
小
学
生
生
活
も
涙
涙
で
母
校
を
去
っ
た
。

（
注
：
第

回
卒
業

昭
和
６
年
３
月

卒
業
生

人

12

13

学
校
長
／
松
本
良
太
：
日
吉
小
と
兼
任

担
任
／
伊
藤
克
逸
）

当
時
、
進
学
す
る
人
は
１
人
も
な
く
、
全
員
家
事
手
伝
い
で
あ
る
。
女
は
女
子
青
年
団
、
男
子
は
男
子

青
年
団
に
入
会
し
て
青
春
時
代
の
修
養
期
に
入
っ
た
。
（
注
：
大
正
９
年
６
月

日
隈
川
青
年
団
結
成
・

11

昭
和
３
年
２
月

日
隈
川
女
子
青
年
団
結
成
）

13

お
正
月
は
楽
し
く
カ
ル
タ
大
会
、
夏
は
小
学
生
と
と
も
に
運
動
会
と
何
事
も
先
生
を
中
心
に
学
校
に
集

ま
る
。
冬
は
吹
雪
の
時
も
馬
そ
り
に
乗
っ
て
鈴
の
音
も
軽
く
学
校
に
集
ま
り
、
社
会
勉
強
に
と
励
ん
だ
。

こ
ん
な
風
景
は
田
舎
で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

間
も
な
く
戦
争
が
始
ま
る
。
私
た
ち
の
青
春
時
代
は
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
学
校
を
中
心
と
し
て
先

生
の
指
導
で
慰
問
袋
作
り
、
慰
問
状
を
書
く
。
戦
場
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
を
慰
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て

銃
後
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
た
。

昭
和

年
の
春
、
戦
争
の
最
中
に
、
私
は
結
婚
の
た
め
隈
川
を
去
り
ま
し
た
。
（
略
）

14『
吉
野
小
学
校
・
登
小
学
校
閉
校
に
当
た
っ
て

思
い
で
』
掲
載

（
昭
和

年
３
月
発
行
）

51

※
注
：
記
憶
と
事
実
が
違
う
と
こ
ろ
が
数
ヶ
所
あ
り
ま
す
が
、
学
校
を
中
心
と
し
た
濃
密
な
日
常
が

あ
っ
た
証
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。


